
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 
 

 
 
 
０１ 残菜を減らす学校づくり 

 

 

 

（１）「パクパクだより」の活用 
 本校では給食の時間に栄養士が作成した献立の説明
「パクパクだより」を児童や担任が読み上げ、「食」に対
する興味・関心をもたせるようにしている。生産者や調
理員さんへの感謝の気持ちをもつとともに、栄養バラン
スを考えて食事する大切さを理解できるようにしてい
る。その結果、残菜を減らす意識が高まってきている。 

（２）総合的な学習の時間の活用 
 5 年生では総合的な学習の時間で「埼玉名物を作ろ
う」を題材として学習を行っている。まず、埼玉県の特産物を調べ、自分たちの住む地
域についての関心を高めさせる。次に埼玉の特産物を使用した給食献立を考え、家庭で
保護者と一緒に作ってみる。その中から栄養士と相談し、いくつか実際に給食のメニュ
ーとして取り入れている。例年子どもたちに好評で、その日は普段より残菜が少なくな
っている。 

 

０２ だれもがわかる喜び・できる喜びを実感できる指導の工夫 
 

 

 

（１）ユニバーサルデザインの視点を取り入れた教室環境の工夫 

  教室の前面をすっきりとした掲示に統一し、誰もが集中でき  

 る環境整備を行っている。 

（２）朝の時間を活用して学力の基礎・基本を充実させる工夫 

  朝の時間（はなまるタイム）に「課題克服応援シート」「基礎 

 学力定着プログラム」に取り組み、学力の定着を図っている。 

（３）教員全員の授業公開の実施 

  本校の教員が全員1回は授業を公開し、協議会を行い、授業改善に取り組んでいる。 

 質の高い授業を実践することで、子どもがわかる喜び・できる喜びを実感できるようにし 

 ている。 
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 三橋小学校教育目標 
 「よく学び なかよく遊ぶ 心も体もたくましい 三橋の子」 

  〇よく考える子（知） 

  〇心の豊かな子（徳） 

  〇たくましい子（体） 

  〇かかわりを大切にする子（コミュニケーション） 

■所在地：さいたま市大宮区三橋２－２０   ■電話：048-641-0792 

■FAX：048-644-7322 ■交通：JR 大宮駅西武バスより乗車「中並木」「並木中」で下車 

さいたま市教育委員会は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。 
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